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	応用
	抗原情報
	背景
	トロポニンI（TnI）は、トロポニンT（TnT）およびトロポニンC（TnC）とともに、横紋筋の細いフィラメントのトロポニン複合体を形成する3つのサブユニットの1つです。TnIは抑制サブユニットであり、アクチン-ミオシン相互作用を阻害することで横紋筋の弛緩を調節します。TnIサブファミリーには、tnI-skeletal-fast-twitch、TnI-skeletal-slow-twitch、およびTnI-cardiacの3つの遺伝子が含まれます。この遺伝子はTnI-cardiacタンパク質をコードし、心筋組織でのみ発現します。この遺伝子の変異は、家族性肥大型心筋症7型（CMH7）および家族性拘束型心筋症（RCM）を​​引き起こします。
	研究分野
	シグナル伝達
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	TNNI3抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNNI3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト骨格筋組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNNI3抗体を用いたマウス心臓細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	トロポニンI-Cポリクローナル抗体を用いたマウス細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

